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令和５年度 第３回(６月)名張市教育委員会会議録 

１．開催場所 名張市役所２階 庁議室 

２．開催日時 
令和５年６月１日(木) 午後  ２時００分 開始 

午後  ４時００分 終了 

３．出席者 
西山嘉一教育長、藤本幸生委員、川原尚子委員、辻愛委員、     

井内孝徳委員 

４．欠席者 なし 

５．事務局 

鷲阪文宣教育次長、松本孝寿文化振興担当監兼文化生涯学習室長、金

森國康教育総務室長、堺谷明香教育総務室学校給食・学務担当室長、

福島良和学校教育室長、松田淑子教育センター長、山口敦司市民スポ

ーツ室長、山口浩司図書館長、伊藤博之教育総務室参事、山村和久教

育総務室教育総務係長(書記) （以下、議事録中は役職名は省略。） 

６．事項 下記のとおり 

 

（教育長）定刻となりましたので、ただ今から令和５年度第３回定例教育委員会を開催い

たします。よろしくお願いいたします。教育委員さん方におかれましては、学校訪問にい

ろいろお世話をかけましてありがとうございました。まだ、あと３校の中学校が残ってい

ますが、大体状況も見ていただいて、課題のある学校、またその中でも、その事を学校の

方にも返しながら、教育委員会としても指導を進めてまいりたいと考えておりますのでよ

ろしくお願いいたしたいと思います。心配かけておりましたコロナウイルスの方につきま

しても、５月８日に５類へ移行ということでございまして、学校の行事も少しずつではご

ざいますけれども、元に戻りつつあるのかなと。また市の中での行事、スポーツや文化の

行事というのも元に戻りつつあるのかなと考えておるところでございます。ただ、学校で

のマスクにつきましては、見ていただきました通り、まだまだやはり子どもたちにとりま

しては、安心な状態にはなっていないのかということで、これから先、熱中症の関係もご

ざいますし、そんな中でも安全安心ということの確保も含めて、これから先、指導もして

いかなければならないのかなと考えておるところでございます。よろしくお願いしたいと

思います。座って失礼いたします。議事に入ります前に、本日の会議の公開についてお諮

りいたします。本日の会議の事項中、報告第１０号臨時代理した事件（令和５年度６月補

正予算要求）の承認について及びその他の項４）児童生徒の問題行動について（４月分）

につきましては、名張市教育委員会会議規則第８条の規定によりまして、非公開とするこ

とを提案いたします。委員の皆様方におかれましてはご異議ございませんか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。ありがとうございます。ご異議がないようでございますので、これらの

案件につきましては、非公開として会議を進行いたしたいと思います。 

 

 

１ 報告 

第１０号 臨時代理した事件（令和５年度６月補正予算要求の承認について）【非公開】 
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第１１号 臨時代理した事件（名張市学校運営協議会委員の委嘱及び任命）の承認につい

て 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。続いて、委員さんからの質問についてお願いします。事務局。 

（事務局）はい。まず、南中学校区ですが、南中学校につきましては、南中学校とつつじ

が丘小学校と合同で学校運営協議会を１つ設置しております。ここについては、この協議

会規則の中でも、基本的にはその学校に運営協議会を設置するという形になってるんです

けども、複数の学校で１つの協議会を設置することができるというふうになってございま

す。校種別の単独での開催はされているでしょうかということで、小学校中学校分かれて

の運営協議会が開催されていますか、ということだと思うのですけども、こちらについて

は、各校種別の開催ではなくて中学校区で３回の開催となっております。各学校の教育課

題等の熟議も合同で実施されているのでしょうかということで、当然小学校と中学校で教

育課題が若干違うのではないかということで、それぞれの学校での課題が異なった場合ど

うなるのかということだと思うのですが、このつつじが丘小と南中学校については、学校

区がほぼ同じで、地域づくり組織というのも同じということで、地域の方からすると、小

学校の子どもたちがそのまま中学校に上がるということで、校舎の位置なんかは全然違う

のですけども、１つの学校のようなイメージを地域としては捉えられているので、比較的

そういうような運営の仕方が可能になっているのかと思います。もう１つは学校運営協議

会だけではなくて、つつじっ子会議、これ子どもたちも入っての運営をされているのです

けども、小学校でのつつじっ子会議、中学校でのつつじっ子会議、合同でされる場合もあ

あり、学校運営協議会以外で、地域の方と学校と話し合う機会というのが、比較的、濃密

な話ができるような環境がこの学校区については整っているので、こういったような複数

の学校で１つの運営協議会でも運営ができているのかなと。これが全部の小学校でできる

かというとなかなか難しい部分があると思うのですけども、ここの学校で言うとそういっ

たような状況があると認識しております。もう１点は、女性委員が少なかったり、いなか

ったりする学校があるので、推薦する際に考慮していただければと思いますということで、

ご質問の方をいただいております。この委員の委嘱については、教育委員会の方で行うこ

とになってございまして、委員の推薦については、学校の校長の方から推薦するような仕

組みになってございます。実際には女性委員の方が６０名程度おられまして、３割程度と

なっております。市の方の平均、女性委員の平均というのが２６％ぐらいですので、それ

と比べると高いというのはあるのですけども、市の方で女性委員の占める割合というのが

４割以上というふうに求められている指針が実はございまして、それから比べると、やは

りまだ少し少ないという部分が、全体としても少ないという部分がございます。各学校別

に見ても、４割を超えてる学校は７校しかないので、やはり女性委員の割合が少ないとい

うことがございます。ここについては、実際に活動されている方というのを学校の方から

挙げていただく形になっているので、こういった女性委員の割合の指針なんかというのも、

ある一定示すなどというのも検討しながら、女性委員の占める割合の向上を考えさせてい

ただきたいと思っております。以上です。 
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（教育長）ありがとうございました。事務局の方から説明があったわけでございますけれ

ども、教育委員さんの方でご質問なりご意見がありましたらお出しいただけたらと思いま

す。委員、よろしいですか。はい。 

（委員）ありがとうございます。南中学校区の方で質問させていただいて、お答えいただ

きましてありがとうございます。早くから取り組んでいただいたし、小中、地域性もあっ

て本当に連携しやすいということもあって、それを生かして取り組んでいただいて、いろ

いろなことで効果を上げていただいているのはよく分かるのですけど。１小１中、近くて

合同でやりやすいというのは十分あるのですけれども、やはりその１番の３つの柱のうち

の１つの学校経営に関わってという部分がやはり最大目的、私自身はそういう解釈をして

いるのですね。もう毎年毎年やはり教育課題も出てきますので、その辺をきちんとやはり

話し合いをしていこうと思ったら、全体でしていただくのは、これ３回だけですね、ここ

やっていただいているのは。去年の実践集を見せていただいても、他にも活動はいろいろ

つつじっ子会議等していただいておるのですけれども、学校独自の場というのは、やはり

どこかに頭に置いておかないと、どうしてもやはりその行事、イベント主体で流れてしま

うというところがとても心配されていたのですけど、やはりそういう傾向がとか。１番、

私自身が引っかかるのは、まだまだ去年も言われていますけど、課題としては学校の温度

差と、やはり教職員の意識化、意識改革ということで、管理職に任せておいたらいいわと

いうのは当初もあったのですけど、大分もう変わってきてると思うのですけれども。先生

方のやはり悩みとかけ離れたところで活動が進んでいるというのがあると一番残念なこと

ですので、その協議の場、どこかでやはり学校独自でやっていくというのがないと。逆に

言うと、学校も課題を出していきにくいし、解決にも繋がりにくいということもあると思

いますので。その辺りは結果オーライではなしに、教育委員会の指導を絶対していくとい

うことを規則にも書いていただいてありますので、時期を見て、ある程度５年が経った時

点で、こういうところはどうですかということで、校長会もそうですけれども、校長のマ

ネジメントとして、そういうのを持っていただくということが必要ではないかと感じまし

た。あと、思いつきで３点か４点あるのですけれども。もうこれが活発に動いていただい

て、校長も必要な方を選んでいただいて推薦いただいていますし、いろいろまちづくりと

か一緒になって活動していただいて、効果も上げていただいているというのも学校訪問で

も聞かせていただいておるのですけれども、１つは先ほど言われましたけども、その地域

のコーディネーターの方をやはり位置付けていくという、大きなこの流れがないと。中学

校は校区が広いので、まちづくりの代表とか、保護者の代表の方とか、子どもに関わって

いただく青少年の方とか、民生児童委員さんとか、そんな方でもう１０名超えてしまうの

ですけれども。ボランティアコーディネーターさんに入っていただいていますけども、将

来的に名張市の取組にも関わって、コーディネーターさんをきちんとやはりそこに位置付

けていくと。コミュニティ・スクールには必ず出てきていただいて、その視点から物を言

っていただくという、そういう方向を１つ持つということと、それから委員も言われてい

ましたけど「なばり学」にやはり力を入れていきたいということで、もう「なばり学」に

関わってもいろいろな活動をされております。私の校区のところでも、名張小学校と名張

高校が一緒になって町のいいところ探しみたいな、広報に掲載いただいていましたけど、

美旗とか赤目とか旧町というのは結構文化意識とか地域資源、文化資源があるもので、や

りやすいと言えばやりやすいのですけど、逆に団地においては、住民自治の中で福祉の面
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でいろいろなサポート関係、お互いの移動手段であったり、生活支援であったりとか、そ

ういうこれからの地域に必要な活動をいろいろされていますので、とても教材としては良

い活動ですし、配食、弁当を配っていただいたりとか、子どもたちも実際に関わっていた

だいたりしていますけれども、そういう「なばり学」をこのコミュニティ・スクールを起

点にしていって、地域とも繋がりながら進めていくと、その視点が２つ目。３つ目はやは

り先生方の参加と思うんですね。この間の実践集を見せていただいておったら、すずらん

台小学校でしたか、あいさつ運動、これは地域貢献でやられておったのですけれども、学

校と運営協議会とそれから地域づくり、一緒になって取り組んで良かったと。良かった中

の一つに、先生方の意識で、やはりコミュニティ・スクールって大事だなというのを書い

ていただいてあったのですけども。先生だと少し離れたところにあるのは、まだまだある

のではないかと思いますので、教職員の意識改革が３つ目ぐらいに方向として上げていた

だいたらと。４つ目は、研修です。ここにも１５条に研修を行うものとすると書いていた

だいているのですけども、これは始めていく、立ち上げる段階で、いろいろコミュニティ・

スクールのやり方とか良さとか、そういうところの研修だったのですけども、進めていく

中で、去年も文化生涯学習室でしたか、地域学校協働活動との関連で研修会をしていただ

いたのですが、非常に良かったと思いましたので、今の時点で学校が課題になっていそう

なことについて、やはり一斉に集めて研修を行っていくという、そういうことも踏まえて

いただいて、積極的に教育委員会もリードしていくということもしていただいておるので

すけれども、この４つの視点ぐらいを入れていただけたらと思っております。以上です。 

（教育長）ありがとうございました。事務局、何かありませんか。 

（事務局）失礼します。大変貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。い

くつかご意見をいただきましたので、それに関わって私の方から現状について少し補足を

させていただきたいと思います。地域コーディネーターの位置付けにつきましては、教育

総務室、学校教育室、学校ボランティア室、文化生涯学習室の職員と協働しながら、地域

学校協働推進員という立場で正式に位置づけることができるように、どういった役割があ

るのか、そして今、現にもう推進員として活動、推進的な活動というのをしていただいて

る方もたくさんいらっしゃいますので、そういった方々がしっかりと正式な委嘱のもとで

活動していただきやすいように、準備を進めさせていただいているところでございます。

「なばり学」に関わってのご意見もいただきました。中学校を含む「なばり学」の中で、

昨年度も中学校から旧町、名張中学校、名張小学校の周りのいわゆる旧町と言われるとこ

ろへ行きまして、案外団地の中で住んでいると、団地の中のことは分かるけれども旧町の

事がよく分からないという、そんな素朴なつぶやきから、中学校の生徒が旧町の方に出て

いってフィールドワークをして、その様子を授業の中で発表すると。改めて自分たちの育

つ名張を知るという意味で、知ったことをどんどん伝えていくというアプローチが「なば

り学」の中でされております。教職員側も非常に学びがあったということを伺っておりま

すので、こういったアプローチも「なばり学」の１つとして、市内の全中学校に対して広

げていきたいという思いがございます。３つ目として、教職員の意識改革という部分でご

意見いただきました。大変貴重なご意見かと思います。昨年度も実践集の中でも、何校か

紹介がされていたのですが、毎回の学校運営協議会に参加というのはなかなか難しいです

が、学校管理職だけではなくて、いろいろな立場の現場の担任の先生方、担当の先生方も

入っていただいて、学校運営協議会委員の皆さんと意見交流する中で１つの方向、同じ共
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通課題意識を持って子どもたちに接し、学校運営に関わっていくという意識改革に向けて、

意識改革の必要性というものが校長はじめ、徐々に今広まっていっている、広まっていこ

うとしているというのも肌で感じております。それから最後の研修の部分についてですが、

確かに校長と現場の先生方の間で若干まだまだ温度差があるかなというのは否めないとこ

ろがあるかと思います。まだ具体的な形は決まっていないですが、やはりもう少し大きな

規模で、より多くの先生方にコミュニティ・スクールの大切さ、重要さ、そして名張市が

なぜ重要な取組施策として挙げているのか、そういったものを、今改めて広く研修の場を

設けて進められたらと個人的にも思っております。感想を含めてですが、以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員、よろしいですか。 

（委員）はい。コーディネーターはコミュニティ・スクールのメンバーに入れていただく

という形でお願いしたい。研修も先生方もそうですけれども、今すでに取り組んでいます

ので、活発にやっていただいていますので、そこで詰まっているような課題に関わって、

アンテナを上げていただいて、それについて今度研修会をしようかということで、そこに

は先生だけではなしに、地域もいろいろな方に入っていただいた研修ということでしてい

ただけたらと個人的には思っております。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員、よろしいですか。 

（委員）ご説明ありがとうございました。女性委員が少ないということが気になりました

ので質問させていただいたのですが、全体的には３割と聞かせていただいたのですけど、

やはり、各学校を見ると０、桔梗が丘中学校も女性委員さんがいらっしゃらないので、や

はりそこは運営協議会をしていく上ではいろいろな意見ということも大事だと思いますの

で、必ず女性委員を入れていただきたいと思いますので、校長にもそのように推薦してい

ただけるようにお伝えいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

（教育長）はい。ありがとうございました。そうしましたら、他の委員さん方で、ご質問

ご意見ございましたらお出しいただけたらと思います。 

（教育長）はい。委員、どうぞ。 

（委員）ご説明ありがとうございます。もうすでにご説明いただいたかもしれませんが、

聞き漏らしたのかもしれませんが教えていただければと思います。規則の中で第４条がご

ざいます。基本的な方針を作成し、毎年度最初に開催する協議会において承認を得るとい

うことでございますが、今、スケジュールとしては、毎年度の最初の開催の協議会という

のはいつ頃に予定をされているのでしょうか。そちらを教えていただけますか。 

（教育長）はい。事務局。 

（事務局）はい、失礼いたします。実は今日の午前中も２校で実施されていたのですが、

現在のところ、約３分の２の学校が第１回運営協議会を終了しております。今月半ばまで

で、すべての学校の学校運営協議会の第１回目が終了する予定です。以上です。 

（委員）はい、ありがとうございます。もう１点、１７条です。協議会は毎年度１回以上

の評価を行うとあります。ここは評価を行うということで運営状況等ということで幅広く

等になっておりますけれども、協議会の趣旨としては、学校の運営と運営の支援について

の協議機関ということですから、その評価機関というわけではないわけですよね。ここの

あたり微妙な感じがいたしまして、第１４条の方では、協議会の会議の後で、開催報告書

ということで会議の内容を報告するということですから、ここでは会議でこんなことを話

し合いましたというようなことだと思うのですけど。１７条の評価といったときに、何と
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言いましょう、この運営状況についての協議内容を教育委員会に報告するというような意

味なのか、それとも協議会が評価したことを学校へ戻すということなのか、この辺の趣旨

がちょっと読みにくい感じがいたしまして、厳密に考えるとかなり評価とか重い話になり

ますし、こういうことでという報告でとどまるのであれば、評価といっても、ある程度柔

軟なことなのか、まだいろいろやってみる中で試行錯誤だと思うのですけれども、事務局

の考えとしてはどんなことか教えていただけますでしょうか。そうでないと各校で難しく

とらえると大変なことになってしまうと思いますし、１回の開催で評価なんてできません

から。その辺りも現実的に考えるとどのようにお考えでしょうか。 

（教育長）はい。事務局。 

（事務局）はい。学校の方は、学校評価というものをしなければなりません。これは義務

になっておりまして、児童生徒からのアンケート調査、また教職員の自己評価、そして第

三者といいますか、外部の方も含めての評価をいただいて、学校運営、学校経営に活かさ

なければならないとなっております。そのことを踏まえて、これまでは学校評議員制度を

取っておりましたが、この運営協議会ができまして、第三者に学校のアンケート調査や、

学校のその年度の取組を最終の運営協議会までに委員さん方に報告いただく中で、最終の

協議会で評価をいただき、取り組んでしっかりやってくれている、まだまだここの部分は

弱いよね、次に検討して活かして欲しい、来年度はこうして欲しいと、そういったご意見

もいただきながら学校評価をいただいて、当然学校にも返していきますし、次年度に生か

し、そして教育委員会にも報告をいただくと。運営協議会長名で報告をいただくというこ

とで、毎年評価をいただいているところです。 

（教育長）委員、よろしいですか。 

（委員）はい。ご丁寧なご説明ありがとうございました。 

（教育長）はい。ありがとうございました。他委員さん方でご質問等ございませんか。こ

の件につきまして異議がないということで、このまま進めさせていただいてよろしいです

か。 

（委員）はい。 

（教育長）女性の方につきましては今後啓発をしていただくという事でよろしくお願いし

ます。この件につきましては承認ということで処理をさせていただきたいと思います。 

 

 

第１２号 臨時代理した事件（名張市通学路交通安全推進会議委員の委嘱及び任命）の承

認について 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい、ありがとうございました。ただ今、事務局の方から説明があったわけで

ございますけれども、教育委員さんの方で、質問等ございましたらお出しいただけたらと

思います。はい、委員。 

（委員）新任の方がほとんどということで見せていただきましたが、会議か何か、もう１

度は開かれているのでしょうか。 

（教育長）はい、事務局。 

（事務局）７月に、まだ１回目は開いていないです。今、ちょうど危険箇所の集約が終わ
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りまして、危険箇所の報告ということで、点検の目線などの意見をいただくということで、

７月開催の予定でございます。 

（教育長）よろしいですか。はい。他の委員さん方で、ご質問等ございましたらお出しい

ただけたらと思います。はい、委員。 

（委員）はい、説明ありがとうございます。この通学路の安全対策につきまして、今まで

２回会議を持っていただいてＡＢグループを隔年してもらっておったのを、毎年するとい

うことで、議会の議員さんも大分関心を持っていただいて、変わってきたことを聞かせて

いただいたのですけれども。その時の議事録を見せていただいておりましたら、いろいろ

な関係機関で改善、改修できるところもあればできないところもありますので、できない

ところは指導でカバーしてくださいということで、そこも大分意見を出していただいてい

たように、議事録を見せていただいたら。指導でカバーということは、もう次の段階から

はそこの危険箇所のところに載ってこないのではないかという意見を出していただいてお

ったのですけれども、何が言いたいかといいますと、このメンバーの他に、やはりまちづ

くりの方も忙しいから、いつもいつも出てもらうと大変なご負担になると思うのですけれ

ども、実際にそこでうまく交通安全の指導をしていただいておったりとか、見守っていた

だいている方のその思いとか声をやはり反映していく場というのは、必要ではないかと私

自身はそう思っています。だから、委員は１０人以内なので、逆にそういう方に入ってい

ただかないと、関係の小中学校とか、校長さんとか入っていただいてますけれども、実際、

その現場で毎日立って、子どもの安全を守っていただいてる方の目から見ていただいた意

見、危険箇所が出てきた中でそれがどうかというところ、危険度判断する時に、やはりそ

の人たちの声というのは、どこかで聞く必要があるのではないかと思いました。感想です

けれども、今後の参考にというか、考えていただけたらありがたいと思います。以上です。 

（教育長）参考意見ということでよろしいですか。はい。事務局。 

（事務局）ありがとうございます。この会議は、全体地域になるので入っていただいてい

ないのですけれども、各地区の合同点検につきましては、地域の代表の方にも入っていた

だいていまして、細かな意見をいただいて、一緒に危険箇所につきまして見ていただいて、

ご意見をいただいております。地区・地区の中では入っていただいているという形でさせ

ていただいております。それで、していきたいと考えております。ありがとうございます。 

（教育長）はい。どうぞ、委員。 

（委員）言葉足らずだったかもしれませんが、各学校でも入っていただいているのはよく

分かっていて、ボランティアの方もたくさん入っていただいて、ここでも聞かせていただ

いているのですけれども。この危険箇所を判断していって、ここを改修すると決める段階

の中で、お世話になってる方の代表というか、経験があっていただく方が入っていただく

必要があるのではないかというのが私の思いです。よろしくお願いします。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。他の委員さん方でご質問ございませんか。な

いようですので、この件につきましては、承認ということでよろしいでしょうか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。この件につきましては承認という形で処理をさせていただきます。 
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第１３号 臨時代理した事件（名張市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱及び任命）の

承認について 

第１４号 臨時代理した事件（名張市いじめ問題専門委員会委員の委嘱及び任命）の承認

について 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。引き続いて、委員さんからの質問について。事務局。 

（事務局）委員の方から、この協議会について年間２回の開催と聞いておりますが、昨年

度の市内の現状を踏まえ、課題としてどんなことが話し合われているかということでお尋

ねをいただいております。昨年度の第１回は、テーマを、子どもたちの日常生活がコロナ

禍で大きく変化している中、いじめをなくす取組をさらに進めていくため、学校、各機関、

各団体はどのようなことに取り組むことが必要かというようなことで協議をいただきまし

た。その話の中で代表的な意見として、やはり子どもたちが外に出ないでネットを通じて

の交流が増えている。その中でネットトラブル、これは学校でも把握しているところ、し

ていないところ、なかなか見えにくいことがあると、そういったことで、ネットで今どん

な問題が学校の現状で課題となってるかというようなことで、学校からも情報を提供いた

だき、例えば、なりすましでいじめを受けるケースが出ている、以前はＬＩＮＥ外しとか、

あるいはＬＩＮＥスルーということでしたが、今はインスタグラムの質問箱に書き込むと

いうようなことであったり、なかなか巧みないじめも出てきていると。こういったことで、

子どもだけでなく保護者にもしっかり理解をしていただかなければならないということで、

学校だけではなくて、いろいろな機関からもそういった発信をしていこうということも意

見をいただきました。また、マスクで相手の表情がやはり見えない、先生方もやはり子ど

もに対して丁寧にうなずくや、言葉を拾っていただくなどの対応もしていただきたいとい

うご意見もいただきました。この１回目の協議を受けて、２回目のテーマは、インターネ

ット上で人権侵害や誹謗中傷等から子どもたちを守るための取組について、ということで

協議をいただきました。意見の中には、ＳＮＳについて原因はスマホ所持率ほぼ１００％、

中学校であれば１００％、情報を判断せずにすぐに共有する、子どもだけではなく、保護

者も大人も同じになってきていると。不確かな情報でトラブルが生じ、伝言ゲーム、いじ

め・誹謗中傷等に発展してしまうと。どう指導していくか、学校も苦慮されているだろう

し、いろいろな機関で子どもたちに関わる部署からも、そういったお声をいただいており

ます。また、外部のスポーツチームであったり、塾であったり、そういったところの子ど

もたちの関わりもやはり難しくなってきている。情報リテラシーをしっかりと教育するし

かないのではないか。保護者が０歳からスマホを見せている、そういったことで、やはり

今の保護者世代への啓発、こういったことも何か動きを図っていく必要があると。こうい

ったことも、昨年度は２回の会議の中で、同じテーマで深めていくということで、何がで

きるかそれぞれ持ち帰りましょうということで、引き続いての取組ということで進めてい

こうというような話を昨年度はさせていただいたところです。以上です。 

（教育長）はい、ありがとうございました。ただ今、事務局の方から説明があったわけで

ございますけれども、これに関わりまして委員の皆様からご意見ご質問をお願いします。

委員、よろしいですか。他の委員さん方でいかがですか。委員、よろしいですか。 

（委員）はい。ありがとうございます。 
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（教育長）はい。この２件につきましては、ご異議がないようでございますので承認とい

うことで処理をさせていただいてよろしいですか。 

（委員）はい。結構です。 

（教育長）ありがとうございます。この件につきましては、承認ということで処理をさせ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 

第１５号 臨時代理した事件（名張市教育支援委員会委員の委嘱及び任命）の承認につい

て 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。引き続いて、委員さんからの質問を３ついただいていますので、説明を

お願いします。事務局。 

（事務局）はい。委員から、昨年度の審議件数はどのぐらいですか、そのうち学校の措置

替えはどのぐらいの数ですか、また就学の判定結果に不一致がありましたかというような

ご質問をいただいております。昨年度、令和４年度の教育支援委員会での審議件数、延べ

件数は１３５件でございます。そのうち措置替え、いわゆる入級が３４件、退級が６件、

合計４０件の措置替えがございます。残りの件数につきましては、小学校１年生への就学

に、また中学校１年生への就学に関わってのものでございます。判定結果と最終進学先の

不一致ということについては、小学校１件、中学校１件でございました。小学校につきま

しては、支援学校が相当という判定が出ていたわけですが、保護者等の意向から地域の学

校ということで、１名が地域の学校に就学しております。また、中学校の就学に関わって

の１名は、支援学級相当と判定が出ていたところを、保護者等の意向から通常学級で過ご

す、特別支援学級には入級しないということで、この１件ずつの２名でございました。以

上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。ただ今、事務局から報告があったわけでござ

いますけれども、委員の皆様から質問等を出していただけたらと思います。委員、よろし

いですか。 

（委員）はい。結構でございます。 

（教育長）他の委員さん方いかがですか。委員、よろしいですか。 

（委員）はい、ありがとうございます。ご丁寧な説明ありがとうございます。結構です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。この件につきましては、承認ということで処

理をさせていただいてよろしいですか。 

（委員）はい。 

（教育長）ありがとうございます。承認ということで処理をさせていただきます。 

 

 

第１６号 臨時代理した事件（名張市スポーツ推進審議会委員の委嘱及び任命）の承認に

ついて 

（事務局 説明） 
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（教育長）はい。ありがとうございました。ただ今、事務局の方から説明があったわけで

ございますけれども、教育委員さんの方でご質問あれば出していただければと思います。

よろしいですか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。委員、よろしいですか。はい。ありがとうございます。この件につきま

しては異議がないようでございますので承認ということで終了させていただきたいと思い

ます。よろしいでしょうか。 

（委員）よろしくお願いいたします。 

（教育長）ありがとうございます。それでは承認ということで処理をさせていただきます。 

 

 

２ 議案 

第１３号 名張市教育委員会後援等の名義使用に関する要綱の制定について 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。ありがとうございました。ただ今、事務局の方から説明があったわけで

ございますが、この件につきまして委員の方からは、第４条（３）・（４）の適切、適正は

どのような基準で判断されるのですか。第６条の「教育委員会賞の交付」の判断基準は何

ですかという質問をいただいております。委員の方からも、今までどのように後援等の申

し出を受けていたのでしょうかということでご質問いただいております。事務局の方で。

事務局。 

（事務局）委員の方の今までの取扱いにつきましては、先ほど触れましたけども内規の事

務マニュアルというのものに基づいて事務処理を進めておりました。今回、第４条の（３）・

（４）事業を実施するために、適切な資金計画があるかどうかということで、この事業を

する団体の方から、事業実施にあたっての資金計画書というのを出していただいておりま

す。後援を出させていただいて、市の方も教育委員会の方も一緒ですけども、その事業が

途中でできなくなった、団体の都合でできなくなったというのが、一番市民の方にとって

も、教育委員会が後援を出した事業がだめになってしまうというのは、一番避けなければ

いけないと思っておりますので、その収入支出というのが適切に計上されているかという

ことや、収入、特に収入に確実性があるか、高い利用料や使用料が設定されていないか、

もしくは団体側からの補てんというのが確実に見込まれるのかということを、資金計画書

を元に一応見せていただいて、判断をさせていただくということになってございます。も

う１つ、営利目的としていないことということで、入場料など費用を取る場合の適正な価

格ということでございます。当然、こちらについては営利目的ではないので、事業の範囲

内の経費というのが当然大前提になってくると思います。あと明らかに高いものであった

ら、それが適正かどうかというようなことを中心に審査の方をさせていただいているとい

うところでございます。教育委員会賞の判断基準についてですけども、こちらについては

具体的というか数値的な基準を持ち合わせているわけではないですけども、後援される事

業というのが、地域、名張市を主に区域、開催される大会等で優秀な成績をされた方に対

して奨励する意味合いを込めて教育委員会賞を交付させていただくケースがございまして、

具体的にはピアノのコンクールであったり、珠算の大会であったり、優勝された方に賞を
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交付させていただくということで、数はそんなに多くはないですけども、そういった形で

個別の判断という形で行っております。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。ただ今の質問等に関わって、ご質問等ござい

ましたらお出しいただけたらと思います。委員よろしいですか。 

（委員）はい、結構です。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。どうぞ。 

（委員）はい。ありがとうございました。内規を元にほとんど作られているということで

すが、何か改めて設けたところはありますでしょうか。 

（教育長）はい、事務局。 

（事務局）今回、基本的には手続き的なことで、若干構成というのは変えてはいるのです

けども、内規の内容を基本的な要綱にさせていただいております。ただ、教育委員会賞と

いうのは、内規の方で特になくて決裁の方で出していたという部分がございまして、ここ

の内規と違うものを新たに制定した分については、実は市長部局の方で、市長賞というの

を出す関係で、市長部局の要綱には市町賞の方の基準が同じような内容が規定をされてお

りますので、そこは市長部局の後援名義の要綱と合わさせていただくということで、ここ

の部分については、現在持っている内規とは若干違うような形にはなっておりますが、そ

れ以外については基本的には同じ内容を記載させていただいております。 

（教育長）よろしいですか。どうぞ。 

（委員）ありがとうございました。 

（教育長）はい、他の委員さん方でいかがですか。よろしいですか。委員、よろしいです

か。 

（委員）はい。ご説明でよく分かりました。ありがとうございます。 

（教育長）ありがとうございました。議案第１３号でございますけれどもご異議の方はな

いということでよろしいでしょうか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。ご異議がないようでございますので、原案通り議決ということでよろし

くお願いいたします。 

 

 

３ その他 

１）令和５年度名張市教育委員会学校教育研究推進校の指定について 

２）令和５年度伊賀採択地区協議会採択日程について 

３）令和５年度教科用図書展示会について 

４）児童生徒の問題行動について（４月分）【非公開】 

５）令和５年度なばりカレッジについて 

６）第６６回名張市美術展覧会の開催ならびに作品募集について 

７）『名張藤堂家邸で楽しむ創作の時間』の開催について 

８）図書館だより（２０２３年６月号） 

９）教育センターだより３号 
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10）その他 

・各所属からの諸事項 

 

 

１）令和５年度名張市教育委員会学校教育研究推進校の指定について 

２）令和５年度伊賀採択地区協議会採択日程について 

３）令和５年度教科用図書展示会について 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員の方から、学校教育に関連して、ご質問

をいただいています。先日の学校訪問ご苦労さまでした。各校の「教育計画」に関わって、

後刻、学校へ指導いただく内容で共通的なものがあれば簡単に教えてくださいということ

です。はい。事務局。 

（事務局）はい。教育諸計画に関わりまして、小学校では教科担任制、これに取り組んで

いただいておりますので、この目的をしっかり理解して学校が取り組んでいただけるよう

にお願いをしているところです。そして、学びの質にこだわった授業改善というところで、

主体的対話的で深い学び、これに向けて現職教育を含めて、指導主事も各学校に入って取

組をしていきますというようなことで指導させていただいています。ここのところ、人権

問題に関する意識調査というのも令和３年度にございましたが、この結果を踏まえて、や

はり若手の教職員が増えてきていますので、もう一度、子どもたちの、この教職員の実態

も踏まえて、人権同和教育を担っていく次世代の教職員の育成というのが本当に必須です。

赤目中学校区では取り組んでいただきますが、市内全小中学校ですべての教育の中で、こ

の人権教育という視点をしっかり持って、学校全体での取組を進めていただくようにお願

いをしてきたところです。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。他に、ご質問等ございましたらお出しいただ

けたらと思います。 

（委員）学校訪問をさせてもらって、どこの学校か忘れましたが、学校要覧に教職員の一

覧を書いていただいて、名前とか担任とか、あそこに病気休業中とか何か書いていただい

ているのがありました。あれはもういらないという事ですので。 

（事務局）その件については指導させてもらいました。 

（教育長）他いかがですか。よろしいでしょうか。教育委員さん方におかれましては、学

校の研究発表ということで、１１月１０日ということでございますのでよろしくお願いし

たいと思います。１日というような形で見ていただきますのでどうぞよろしくお願いしま

す。それでは、次の項目に進めさせていただきます。 

 

 

４）児童生徒の問題行動について（４月分）【非公開】 

 

 

10）その他 

（事務局）報告です。本年度の名張市民プールの開設につきましてご報告申し上げます。
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先日、市長にも最終判断をいただき、本年度もプールは中止という形になりました。残念

ながら、市民プールの方の機械設備の故障がまだ直っておりません。こちらの方の予算に

つきましても、当初予算で要求させていただきましたが、査定ゼロという形になっており

ますので、今後、先ほどもスポーツ推進審議会の方の話でも触れましたけども、こちらの

方でまた今後のあり方等も検討しながら、改修の方を目指していきたいと考えております。

このプールの開設中止の資料提供、報道機関への提供につきましては、昨年と同様の時期

ということで６月１６日にさせていただきたいと思います。以上、報告でございます。 

（教育長）はい。ありがとうございました６月１６日が解禁ということですのでよろしく

お願いします。他の室で説明等ございましたらお出しいただけたらと思います。事務局、

構わないですか。 

（事務局）はい。結構です。 

（教育長）そうしましたらその他の項につきましてはこれで終わらせていただきます。次

回の予定等につきまして事務局の方からよろしくお願いします。 

 

 

・定例教育委員会の日程について 

決定   ７月 ４日（火）  午後 ２時～ 庁議室 

予定     月  日（ ）      時～ 庁議室 

 

 

（教育長）はい、ありがとうございました。それでは、定例教育委員会の方はこれにて終

わらせていただきます。ありがとうございました。 

（委員）ありがとうございました。 

 


